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(57)【要約】
【課題】データ駆動回路チップの個数を減らし、表示装
置の駆動信号の遅延を防止して画質を改善する液晶表示
装置を提供する。
【解決手段】本発明による液晶表示装置は、基板と、基
板に形成される複数のゲート線と、ゲート線と交差する
複数のデータ線と、ゲート線及びデータ線と接続される
複数の薄膜トランジスタと、薄膜トランジスタと接続さ
れ、ゲート線に平行な第１辺及び前記第１辺より長さが
短くて隣接する第２辺を有する複数の画素電極と、ゲー
ト線のうちの一部と接続される少なくとも２つ以上のゲ
ート駆動部と、を備え、ゲート駆動部は基板の両側にそ
れぞれ位置する第１ゲート駆動回路及び第２ゲート駆動
回路を含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板に形成される複数のゲート線と、
　前記ゲート線と交差する複数のデータ線と、
　前記ゲート線及び前記データ線と接続される複数の薄膜トランジスタと、
　前記薄膜トランジスタと接続され、前記ゲート線に平行な第１辺及び前記第１辺より長
さが短くて隣接する第２辺を有する複数の画素電極と、
　前記ゲート線のうちの一部と接続される少なくとも２つ以上のゲート駆動部と、を備え
、
　前記ゲート駆動部は前記基板の両側にそれぞれ位置する第１ゲート駆動回路及び第２ゲ
ート駆動回路を含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記ゲート駆動部は前記ゲート線のうちの一部と接続される第１ゲート駆動部及び前記
ゲート線のうちの他の一部と接続される第２ゲート駆動部を含むことを特徴とする請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１ゲート駆動部は前記ゲート線のうちの奇数番目のゲート線に接続され、前記第
２ゲート駆動部は前記ゲート線のうちの偶数番目のゲート線に接続されることを特徴とす
る請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ゲート駆動部は前記ゲート線のうちの一部と接続される第１ゲート駆動部、前記ゲ
ート線のうちの他の一部と接続される第２ゲート駆動部、及び前記ゲート線のうちの更に
他の一部と接続される第３ゲート駆動部を含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項５】
　前記第１乃至第３ゲート駆動部は順次にそれぞれ異なるゲート線と接続されることを特
徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ゲート駆動部は、前記ゲート線、前記データ線、及び前記薄膜トランジスタと同一
層に位置することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１辺の長さは前記第２辺の長さの３倍であることを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項８】
　列方向に隣接する薄膜トランジスタは２つの行ごとに互いに異なるデータ線に接続され
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記ゲート線にはゲートオン電圧とゲートオフ電圧からなるゲート信号が印加され、
前記ゲートオン電圧は１水平周期以上持続されることを特徴とする請求項２に記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】
　前記ゲートオン電圧は２水平周期の間に持続されることを特徴とする請求項９に記載の
液晶表示装置。
【請求項１１】
　隣接する２つのゲート線に印加される２つのゲート信号のゲートオン電圧の印加時間は
互いに重なることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　隣接する２つのゲート線に印加される２つのゲート信号のゲートオン電圧の印加時間は
１水平周期の間に重なることを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
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【請求項１３】
　前記ゲート線にはゲートオン電圧とゲートオフ電圧からなるゲート信号が印加され、
前記ゲートオン電圧は１水平周期以上持続されることを特徴とする請求項４に記載の液晶
表示装置。
【請求項１４】
　前記ゲートオン電圧は３水平周期の間に持続されることを特徴とする請求項１３に記載
の液晶表示装置。
【請求項１５】
　隣接する２つのゲート線に印加される２つのゲート信号のゲートオン電圧の印加時間は
互いに重なることを特徴とする請求項１４に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　隣接する２つのゲート線に印加される２つのゲート信号のゲートオン電圧の印加時間は
２水平周期の間に重なることを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記データ線のうちの１つのデータ線に印加されるデータ電圧の極性は同一であること
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、現在最も広く使用されている平板表示装置のうちの１つであって、画
素電極と共通電極などの電場生成電極が形成される２枚の表示板と、その間に挿入される
液晶層で構成され、電場生成電極に電圧を印加して液晶層に電場を生成し、これを通じて
液晶層の液晶分子の配向を決め、入射光の偏光を制御することによって映像を表示する。
【０００３】
　液晶表示装置は、また、各画素電極に接続されるスイッチング素子、及びスイッチング
素子を制御して画素電極に電圧を印加するためのゲート線とデータ線など、複数の信号線
を含む。
　このようなゲート駆動回路及びデータ駆動回路は複数の集積回路チップの形態で表示板
に直接装着されたり、可撓性回路フィルムなどに装着されたりして表示板に付着されるが
、このような集積回路チップは液晶表示装置の製造費用に高い比率を占める。特に、デー
タ駆動集積回路チップの場合には、ゲート駆動回路チップに比べてその原価が非常に高い
ために高解像度、大面積液晶表示装置の場合にはその個数を減らす必要がある。ゲート駆
動回路の場合、ゲート線、データ線及びスイッチング素子と共に表示板に集積することに
よってその原価を節減することができるが、データ駆動回路はその構造が多少複雑で表示
板に集積することが難しいため、さらにその個数を減らす必要があるという問題点がある
。
　一方、表示装置の大きさが増加するほど駆動信号の遅延が発生して表示不良が現れると
いう問題点もある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明は上記従来の液晶表示装置の問題点に鑑みてなされたものであって、本
発明の目的は、データ駆動回路チップの個数を減らし、表示装置の駆動信号の遅延を防止
して画質を改善する液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するためになされた本発明による液晶表示装置は、基板と、前記基板に
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形成される複数のゲート線と、前記ゲート線と交差する複数のデータ線と、前記ゲート線
及び前記データ線と接続される複数の薄膜トランジスタと、前記薄膜トランジスタと接続
され、前記ゲート線に平行な第１辺及び前記第１辺より長さが短くて隣接する第２辺を有
する複数の画素電極と、前記ゲート線のうちの一部と接続される少なくとも２つ以上のゲ
ート駆動部と、を備え、前記ゲート駆動部は前記基板の両側にそれぞれ位置する第１ゲー
ト駆動回路及び第２ゲート駆動回路を含むことを特徴とする。
　前記ゲート駆動部は前記ゲート線のうちの一部と接続される第１ゲート駆動部及び前記
ゲート線のうちの他の一部と接続される第２ゲート駆動部を含むことができる。
　前記第１ゲート駆動部は前記ゲート線のうちの奇数番目のゲート線に接続され、前記第
２ゲート駆動部は前記ゲート線のうちの偶数番目のゲート線に接続され得る。
　前記ゲート駆動部は前記ゲート線のうちの一部と接続される第１ゲート駆動部、前記ゲ
ート線のうちの他の一部と接続される第２ゲート駆動部、及び前記ゲート線のうちの更に
他の一部と接続される第３ゲート駆動部を含むことができる。
　前記第１乃至第３ゲート駆動部は順次にそれぞれ異なるゲート線と接続され得る。
　前記ゲート駆動部は、前記ゲート線、前記データ線、及び前記薄膜トランジスタと同一
層に位置することができる。
　前記第１辺の長さは前記第２辺の長さの３倍であり得る。
　列方向に隣接する薄膜トランジスタは２つの行ごとに互いに異なるデータ線に接続され
得る。
　前記ゲート線にはゲートオン電圧とゲートオフ電圧からなるゲート信号が印加され、前
記ゲートオン電圧は１水平周期以上持続することができる。
　前記ゲートオン電圧は２水平周期の間に持続することができる。
　隣接する２つのゲート線に印加される２つのゲート信号のゲートオン電圧の印加時間は
互いに重なることができる。
　隣接する２つのゲート線に印加される２つのゲート信号のゲートオン電圧の印加時間は
１水平周期の間に重なることができる。
　前記ゲート線にはゲートオン電圧とゲートオフ電圧からなるゲート信号が印加され、前
記ゲートオン電圧は１水平周期以上持続することができる。
前記ゲートオン電圧は３水平周期の間に持続することができる。
　隣接する２つのゲート線に印加される２つのゲート信号のゲートオン電圧の印加時間は
互いに重なることができる。
　隣接する２つのゲート線に印加される２つのゲート信号のゲートオン電圧の印加時間は
２水平周期の間に重なることができる。
　前記データ線のうちの１つのデータ線に印加されるデータ電圧の極性は同一であっても
よい。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、液晶表示装置のデータ駆動回路チップの個数を減らし、表示装置駆動
信号の遅延を防止することができる。したがって、大型表示装置でも表示画質を優秀に維
持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明の液晶表示装置を実施するための最良の形態の具体例を、添付した図面を
参照しながら詳細に説明する。しかし、本発明は多様で異なる形態で実現することができ
、ここで説明する実施例に限定されない。
【０００８】
　図面で多様な層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。明細書全体に
わたって類似の部分に対しては同一図面符号を付けた。層、膜、領域、板などの部分が他
の部分の“上”にあるとする時、これは他の部分の“直上”にある場合だけでなく、その
中間に他の部分がある場合も含む。反対に、ある部分が他の部分の“直上”にあるとする
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時には中間に他の部分がないことを意味する。
【０００９】
　次に、図１及び図２を参照して本発明の一実施例による液晶表示装置について説明する
。
　図１は、本発明の一実施例による液晶表示装置のブロック図であり、図２は、本発明の
一実施例による液晶表示装置の１つの画素に対する等価回路図である。
【００１０】
　図１及び図２を参照すると、本発明の一実施例による液晶表示装置は、液晶表示板組立
体３００と、これに接続されたゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００、データ駆動
部５００に接続された階調電圧生成部８００、そしてこれらを制御する信号制御部６００
を含む。
【００１１】
　液晶表示板組立体３００は、等価回路で見る時、複数の表示信号線とこれに接続されて
、ほぼ行列形態で配列された複数の画素（ＰＸ１、ＰＸ２、ＰＸ３）を含む。これに対し
、図２に示した構造で見る時、液晶表示板組立体３００は互いに対向する下部表示板１０
０及び上部表示板２００とこの２つの表示板の間に入っている液晶層３を含む。
【００１２】
　信号線はゲート信号Ｖｇ（“走査信号”とも言う）を伝達する複数のゲート線ＧＬとデ
ータ信号Ｖｄを伝達する複数のデータ線ＤＬを含む。ゲート線ＧＬはほぼ行方向に伸びて
互いにほとんど平行し、データ線ＤＬはほぼ列方向に伸びて互いにほとんど平行する。
【００１３】
　各画素（ＰＸ１、ＰＸ２、ＰＸ３）は行方向に長い構造を有し、例えば、ゲート線ＤＬ
とデータ線ＤＬに接続された画素（ＰＸ１、ＰＸ２、ＰＸ３）は信号線（ＧＬ、ＤＬ）に
接続されたスイッチング素子Ｑとこれに接続される液晶キャパシタＣｌｃ及びストレージ
キャパシタＣｓｔを含む。ストレージキャパシタＣｓｔは必要に応じて省略することがで
きる。
【００１４】
　スイッチング素子Ｑは下部表示板１００に備えられている薄膜トランジスタなどの三端
子素子で、その制御端子はゲート線ＧＬと接続され、入力端子はデータ線ＤＬと接続され
、出力端子は液晶キャパシタＣｌｃ及びストレージキャパシタＣｓｔと接続される。
【００１５】
　液晶キャパシタＣｌｃは下部表示板１００の画素電極１９１と上部表示板２００の共通
電極２７０を２つの端子とし、画素電極１９１及び共通電極２７０の２つの電極間の液晶
層３は誘電体として機能する。画素電極１９１はスイッチング素子Ｑと接続され、共通電
極２７０は上部表示板２００の前面に形成され、共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受ける。図２
とは異なって、共通電極２７０が下部表示板１００に備えられる場合もあり、この時には
２つの電極１９１、２７０のうちの少なくとも１つを線状或いは棒状に作ることができる
。
【００１６】
　液晶キャパシタＣｌｃの補助的な役割を果たすストレージキャパシタＣｓｔは下部表示
板１００に備えられる維持電極線ＳＬと画素電極１９１が絶縁体を介して重なってなり、
この維持電極線ＳＬには共通電圧Ｖｃｏｍなどの決められた電圧が印加される。しかし、
ストレージキャパシタＣｓｔは画素電極１９１が絶縁体を媒介として直上の前段ゲート線
と重なってなることができる。
【００１７】
　一方、色表示を実現するためには、各画素（ＰＸ１－ＰＸ３）が基本色のうちの１つを
固有に表示したり（空間分割）、各画素（ＰＸ１－ＰＸ３）が時間に応じて交互に基本色
を表示したり（時間分割）するようにして、これら基本色の空間的、時間的合計で所望す
る色相を認識させる。基本色の例としては赤色、緑色、青色などの三原色がある。図２は
、空間分割の一例で、各画素（ＰＸ１－ＰＸ３）が画素電極１９１に対応する上部表示板
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２００の領域に基本色のうちの１つを示す色フィルター２３０を備えることを示している
。図２とは異なって、色フィルター２３０は下部表示板１００の画素電極１９１上または
下に形成することもできる。行方向に隣接した画素の色フィルター２３０は互いに接続さ
れて行方向に長く伸び、列方向には互いに異なる色を示す色フィルター２３０が交互に配
置される。
【００１８】
　以下では各色フィルター２３０が赤色、緑色、青色のうちのいずれか１つを示すと仮定
し、赤色の色フィルター２３０を備える画素を赤色画素、緑色の色フィルター２３０を備
える画素を緑色画素、青色の色フィルター２３０を備える画素を青色画素と言う。赤色画
素、青色画素、緑色画素は列方向に順次に交互に配列されている。
　このように三原色の画素（ＰＸ１－ＰＸ３）は映像表示の基本単位である１つのドット
ＤＴを構成する。
【００１９】
　再び図１を参照して説明すると、ゲート駆動部４００は、信号線（ＧＬ、ＤＬ、ＳＬ）
及び薄膜トランジスタスイッチング素子Ｑなどと共に液晶表示板組立体３００に集積され
、液晶表示板組立体３００の左側と右側に各々位置する（図示せず）。ゲート駆動部４０
０はゲートオン電圧Ｖｏｎとゲートオフ電圧Ｖｏｆｆの組み合わせからなるゲート信号Ｖ
ｇをゲート線ＧＬに印加する。ゲート駆動部４００は、集積回路チップの形態で組立体３
００上に直接装着でき、可撓性印刷回路フィルム（図示せず）上に装着されてＴＣＰ（ｔ
ａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ）形態で液晶表示板組立体３００に付着される
ようにすることもでき、別途の印刷回路基板（図示せず）上に装着されるようにすること
もできる。
【００２０】
　液晶表示板組立体３００の外側面には光を偏光させる少なくとも１つの偏光子（図示せ
ず）が付着される。
【００２１】
　階調電圧生成部８００は画素ＰＸの透過率と関連する２対の階調電圧集合（或いは基準
階調電圧集合）を生成する。２対のうちの１対は共通電圧Ｖｃｏｍに対して正の値を有し
、他の１対は負の値を有する。
【００２２】
　データ駆動部５００は、液晶表示板組立体３００のデータ線ＤＬに接続され、階調電圧
生成部８００からの階調電圧を選択し、これをデータ信号Ｖｄとしてデータ線ＤＬに印加
する。しかし、階調電圧生成部８００が全ての階調に対する電圧を全て提供するのではな
く、決められた個数の基準階調電圧のみを提供する場合、データ駆動部５００は、基準階
調電圧を分圧して全階調に対する階調電圧を生成し、この中でデータ信号を選択する。デ
ータ駆動部５００は集積回路チップの形態で液晶表示板組立体３００上に直接装着でき、
可撓性印刷回路フィルム（図示せず）上に装着されてＴＣＰ形態で液晶表示板組立体３０
０に付着されるようにすることもでき、別途の印刷回路基板（図示せず）上に装着される
ようにすることもできる。しかし、信号線（ＧＬ、ＤＬ、ＳＬ）及び薄膜トランジスタス
イッチング素子Ｑなどと共に液晶表示板組立体３００に集積されるようにすることもでき
る。
【００２３】
　信号制御部６００はゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００などを制御する。
　次に、このような液晶表示装置の動作について詳細に説明する。
【００２４】
　信号制御部６００は外部のグラフィック制御機（図示せず）から入力映像信号（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）及びその表示を制御する入力制御信号を受信する。入力映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は
各画素ＰＸの輝度情報を含み、輝度は決められた個数、例えば、１０２４（＝２１０）、
２５６（＝２８）または６４（＝２６）個の階調を有する。入力制御信号の例としては垂
直同期信号Ｖｓｙｎｃと水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、メインクロックＭＣＫＬ、データイネ
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ーブル信号ＤＥなどがある。
【００２５】
　信号制御部６００は、外部のグラフィック制御機（図示せず）から入力映像信号（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）及びその表示を制御する入力制御信号を受信して液晶表示板組立体３００の動作
条件に合わせて処理し、ゲート制御信号ＣＯＮＴ１及びデータ制御信号ＣＯＮＴ２などを
生成した後、各々ゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００に出力する。信号制御部６
００のこのような映像信号処理には画素の配置に応じて入力映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を再
配列する動作が含まれる。
【００２６】
　ゲート制御信号ＣＯＮＴ１は走査開始を指示する走査開始信号ＳＴＶとゲートオン電圧
Ｖｏｎの出力周期を制御する少なくとも１つのクロック信号を含む。ゲート制御信号ＣＯ
ＮＴ１はまた、ゲートオン電圧Ｖｏｎの持続時間を限定する出力イネーブル信号ＯＥをさ
らに含むことができる。
【００２７】
　データ制御信号ＣＯＮＴ２は１つの行の画素に対するデジタル映像信号ＤＡＴの伝送開
始を知らせる水平同期開始信号ＳＴＨとデータ線（Ｄ１－Ｄｍ）にアナログデータ信号を
印加することを命令するロード信号ＬＯＡＤ及びデータクロック信号ＨＣＬＫを含む。デ
ータ制御信号ＣＯＮＴ２はまた、共通電圧Ｖｃｏｍに対するアナログデータ信号の電圧極
性（以下、“共通電圧に対するデータ信号の電圧極性”を略して“データ信号の極性”と
言う）を反転させる反転信号ＲＶＳをさらに含むことができる。
【００２８】
　信号制御部６００からのデータ制御信号ＣＯＮＴ２によって、データ駆動部５００は、
１つの行の画素に対するデジタル映像信号ＤＡＴを受信し、各デジタル映像信号ＤＡＴに
対応する階調電圧を選択することでデジタル映像信号ＤＡＴをアナログデータ信号に変換
した後、これを対応するデータ線ＤＬに印加する。
【００２９】
　ゲート駆動部４００は、信号制御部６００からのゲート制御信号ＣＯＮＴ１によってゲ
ートオン電圧Ｖｏｎをゲート線ＧＬに印加し、このゲート線ＧＬに接続されたスイッチン
グ素子Ｑを導通させる。その結果、データ線ＤＬに印加されたデータ信号が導通したスイ
ッチング素子Ｑを通じて対応する画素ＰＸに印加される。
【００３０】
　画素ＰＸに印加されたデータ信号の電圧と共通電圧Ｖｃｏｍの差は、液晶キャパシタＣ
ｌｃの充電電圧、つまり、画素電圧として現れる。液晶分子は画素電圧の大きさに応じて
その配列を異ならせ、それによって液晶層３を通過する光の偏光が変化する。このような
偏光の変化は液晶表示板組立体３００に付着された偏光子によって光の透過率変化で現れ
、その結果画素ＰＸは映像信号ＤＡＴの階調が示す輝度を表示する。
【００３１】
　１水平周期（“１Ｈ”と言い、データイネーブル信号ＤＥの一周期と同一である）を単
位として、このような過程を繰り返すことによって全てのゲート線ＧＬに対して順次にゲ
ートオン電圧Ｖｏｎを印加し、全ての画素ＰＸにデータ信号を印加して１つのフレームの
映像を表示する。
【００３２】
　１つのフレームが終わると、次のフレームが始まり、各画素ＰＸに印加されるデータ信
号の極性が直前フレームでの極性と反対になるように、データ駆動部５００に印加される
反転信号ＲＶＳの状態が制御される（“フレーム反転”）。この時、１つフレーム内でも
反転信号ＲＶＳの特性によって、１つのデータ線を通って流れるデータ信号の極性が変わ
ったり（例：行反転、点反転）、１つの画素行に印加されるデータ信号の極性も互いに異
なったり（例：列反転、点反転）することがある。
【００３３】
　以下、このような液晶表示板組立体３００及びゲート駆動部４００の一実施例について
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図３及び図４を参照して詳細に説明する。
【００３４】
　図３は、本発明の一実施例による液晶表示装置の画素配置とゲート駆動部を示す図面で
ある。
　図３を参照すると、隣接する２つのデータ線ＤＬに印加されるデータ電圧の極性は互い
に反対である。つまり、１つの画素電極１９１を介してある一側に位置するデータ線ＤＬ
に印加されるデータ電圧の極性は正極性（＋）であり、他の一側に位置するデータ線ＤＬ
に印加されるデータ電圧の極性は負極性（－）である。
【００３５】
　画素ＰＸのスイッチング素子Ｑの位置は２つの画素行ごとに変わる。つまり、スイッチ
ング素子Ｑが隣接した２つの画素行ごとに互いに異なる方向のデータ線に交互に接続され
る。
【００３６】
　各画素列で隣接した画素が２つの行ごとに反対側のデータ線と接続されている場合、デ
ータ駆動部５００が列反転の形態で隣接したデータ線に極性が反対であるデータ電圧を印
加するが、１つのフレームの間に極性を変えないと行方向と列方向に互いに隣接した画素
（ＰＸ１、ＰＸ２、ＰＸ３）の画素電圧の極性が反対となる。つまり、画面に表示される
見掛け反転（ａｐｐａｒｅｎｔ　ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ）の形態が点反転になる。
【００３７】
　このようなフレーム反転の他にも、データ駆動部５００は１つのフレーム内で隣接する
データ線（Ｄ１－Ｄｍ）に沿って印加されるデータ電圧の極性を反転させ、これによって
データ電圧の印加を受けた画素電圧の極性もまた変化する。しかし、図３に示すように画
素とデータ線（Ｄ１－Ｄｍ）の接続が画素行ごとに変わるので、データ駆動部５００での
極性反転（駆動部反転）パターンと液晶表示板組立体３００の画面に表示される画素電圧
の極性反転（見掛け反転）パターンが異なって現れる。つまり、駆動部反転は列反転や見
掛け反転が２×１（２行１列）点反転になる。
【００３８】
　このように見掛け反転が点反転になると、画素電圧が正極性である時と負極性である時
にキックバック電圧によって示される輝度の差が分散されて現れるので、縦行目フリッカ
ーをなくすことができる。また、駆動部反転が列反転であると、１つのフレームの間に各
データ線ＤＬに印加されるデータ電圧の極性は同一であるので、解像度またはフレーム周
波数が高まって画素の充電を高めることができる。
【００３９】
　各ゲート線ＧＬはゲート駆動部４００と接続されている。ゲート駆動部４００は奇数番
目のゲート線と接続される第１ゲート駆動部４１０及び偶数番目のゲート線に接続される
第２ゲート駆動部４２０を含む。奇数番目のゲート線と偶数番目のゲート線は各々第１ゲ
ート駆動部４１０及び第２ゲート駆動部４２０に順次に交互に接続されている。
【００４０】
　第１ゲート駆動部４１０は液晶表示板組立体３００の左側と右側に対向して位置する第
１ゲート駆動回路４１０ａ及び第２ゲート駆動回路４１０ｂを含む。第１ゲート駆動回路
４１０ａは奇数番目のゲート線ＧＬそれぞれの左側端に接続され、第２ゲート駆動回路４
１０ｂは奇数番目のゲート線ＧＬそれぞれの右側端に接続される。
【００４１】
　第２ゲート駆動部４２０もやはり液晶表示板組立体３００の左側と右側に対向して位置
する第３ゲート駆動回路４２０ａ及び第４ゲート駆動回路４２０ｂを含む。第３ゲート駆
動回路４２０ａは偶数番目のゲート線ＧＬそれぞれの左側端に接続され、第４ゲート駆動
回路４２０ｂは偶数番目のゲート線ＧＬそれぞれの右側端に接続される。
【００４２】
　したがって、液晶表示板組立体３００を基準に第１ゲート駆動回路４１０ａ及び第３ゲ
ート駆動回路４２０ａは同じ方向に位置し、第２ゲート駆動回路４１０ｂ及び第４ゲート
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駆動回路４２０ｂも同じ方向に位置する。
【００４３】
　以下では、図４を参照して図３の液晶表示装置のゲート信号について詳細に説明する。
　図４は、図３に示す液晶表示装置の駆動信号を示す波形図である。
【００４４】
　図４を参照して説明すると、ゲート駆動部４００はゲートオン電圧Ｖｏｎとゲートオフ
電圧Ｖｏｆｆの組み合わせからなるゲート信号を各ゲート線ＧＬに印加する。より詳しく
は、第１ゲート駆動部４１０は奇数番目のゲート線ＧＬにゲート信号を印加し、第２ゲー
ト駆動部４２０は偶数番目のゲート線ＧＬにゲート信号を印加する。この時、第１ゲート
駆動部４１０の第１ゲート駆動回路４１０ａ及び第２ゲート駆動回路４１０ｂは各々奇数
番目のゲート線ＧＬの左側及び右側でゲート信号を印加し、第２ゲート駆動部４２０の第
３ゲート駆動回路４２０ａ及び第４ゲート駆動回路４２０ｂは各々偶数番目のゲート線Ｇ
Ｌの左側及び右側でゲート信号を印加する。
【００４５】
　その結果、ゲート線ＧＬの左側及び右側部分はゲート駆動部４００との距離が近いので
信号遅延がほとんどなく、ゲート線ＧＬの中間部分も信号遅延が減少する。したがって、
液晶表示板組立体３００の横の長さ、つまり、ゲート線ＧＬの１つの長さが長くてもゲー
ト信号Ｖｇの信号遅延を防止することができる。
【００４６】
　一方、ゲートオン信号Ｖｏｎの持続時間は１Ｈ以上であり、ほぼ２Ｈである。隣接する
ゲート線ＧＬに印加される互いのゲート信号（ｇｎ、ｇｎ＋１／ｇｎ＋１、ｇｎ＋２／ｇ

ｎ＋２、ｇｎ＋３）のゲートオン信号Ｖｏｎは重なり、ほぼ１Ｈ程度重なる。また、同一
のゲート駆動部（４１０ａ、４１０ｂ、４２０ａ、４２０ｂ）から出力されるそれぞれの
ゲート信号（ｇｎ、ｇｎ＋２／ｇｎ＋１、ｇｎ＋３）はゲートオン信号Ｖｏｎが連続する
。
【００４７】
　このようにゲートオン信号Ｖｏｎを１Ｈ以上、例えば２Ｈの間に維持すると直前１Ｈ間
は先充電を行い、その後の１Ｈ間は本充電を行うことができる。したがって、ゲート線Ｇ
Ｌの個数が増加しても液晶キャパシタの充電時間を十分に確保することができる。
【００４８】
　以下、図５及び図６を参照して本発明の他の実施例による液晶表示板組立体及びゲート
駆動部について詳細に説明する。
　図５は、本発明の他の実施例による液晶表示装置の画素及びゲート駆動部の配置を概略
的に示す図面である。
【００４９】
　図５に示した液晶表示装置の画素、ゲート線ＧＬ、データ線ＤＬ及び薄膜トランジスタ
Ｑの配置は、図３に示した液晶表示装置のものと同一であるので、その詳細な説明を省略
する。
【００５０】
　しかし、図５に示した液晶表示装置はゲート駆動部４００の配置が図３に示した液晶表
示装置と異なる。ゲート駆動部４００は、（３ｐ＋１）（ｐは０以上の整数）番目のゲー
ト線と接続される第３ゲート駆動部４３０、（３ｐ＋２）番目のゲート線と接続される第
４ゲート駆動部４４０、及び（３ｐ＋３）番目のゲート線と接続される第５ゲート駆動部
４５０を含む。つまり、ゲート線は第３乃至第５ゲート駆動部４３０、４４０、４５０と
順次に接続される。
【００５１】
　第３ゲート駆動部４３０は液晶表示板組立体３００の左側と右側に対向して位置する第
５ゲート駆動回路４３０ａ及び第６ゲート駆動回路４３０ｂを含む。第５ゲート駆動回路
４３０ａは（３ｐ＋１）番目のゲート線ＧＬそれぞれの左側端に接続され、第６ゲート駆
動回路４３０ｂは（３ｐ＋１）番目のゲート線ＧＬそれぞれの右側端に接続される。
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【００５２】
　第４ゲート駆動部４４０は液晶表示板組立体３００の左側と右側に対向して位置する第
７ゲート駆動回路４４０ａ及び第８ゲート駆動回路４４０ｂを含む。第７ゲート駆動回路
４４０ａは（３ｐ＋２）番目のゲート線ＧＬそれぞれの左側端に接続され、第８ゲート駆
動回路４４０ｂは（３ｐ＋２）番目のゲート線ＧＬそれぞれの右側端に接続される。
【００５３】
　第５ゲート駆動部４５０は液晶表示板組立体３００の左側と右側に対向して位置する第
９ゲート駆動回路４５０ａ及び第１０ゲート駆動回路４５０ｂを含む。第９ゲート駆動回
路４５０ａは（３ｐ＋３）番目のゲート線ＧＬそれぞれの左側端に接続され、第１０ゲー
ト駆動回路４５０ｂは（３ｐ＋３）番目のゲート線ＧＬそれぞれの右側端に接続される。
　したがって、液晶表示板組立体３００を基準に第５、第７及び第９ゲート駆動回路（４
３０ａ、４４０ａ、４５０ａ）は同じ方向に位置し、第６、第８及び第１０ゲート駆動回
路（４３０ｂ、４４０ｂ、４５０ｂ）は同じ方向に位置する。
【００５４】
　次に、図６を参照して図５の液晶表示装置のゲート信号について詳細に説明する。
　図６は、図５に示す液晶表示装置の駆動信号を示す波形図である。
【００５５】
　図６を参照して説明すると、ゲート駆動部４００はゲートオン電圧Ｖｏｎとゲートオフ
電圧Ｖｏｆｆの組み合わせからなるゲート信号を各ゲート線ＧＬに印加する。より詳しく
は、第３ゲート駆動部４３０は（３ｐ＋１）番目のゲート線ＧＬにゲート信号を印加し、
第４ゲート駆動部４４０は（３ｐ＋２）番目のゲート線ＧＬにゲート信号を印加し、第５
ゲート駆動部４５０は（３ｐ＋３）番目のゲート線ＧＬにゲート信号を印加する。この時
、第３ゲート駆動部４３０の第５ゲート駆動回路４３０ａ及び第６ゲート駆動回路４３０
ｂは各々（３ｐ＋１）番目のゲート線ＧＬの左側及び右側でゲート信号を印加し、第４ゲ
ート駆動部４４０の第７ゲート駆動回路４４０ａ及び第８ゲート駆動回路４４０ｂは各々
（３ｐ＋２）番目のゲート線ＧＬの左側及び右側でゲート信号を印加し、第５ゲート駆動
部４５０の第９ゲート駆動回路４５０ａ及び第１０ゲート駆動回路４５０ｂは各々（３ｐ
＋３）番目のゲート線ＧＬの左側及び右側でゲート信号を印加する。
【００５６】
　その結果、液晶表示板組立体３００の横の長さ、つまり、ゲート線ＧＬの１つの長さが
長くてもゲート信号Ｖｇの信号遅延を防止することができる。
【００５７】
　一方、ゲートオン信号Ｖｏｎの持続時間は１Ｈ以上であり、ほぼ３Ｈである。隣接する
ゲート線ＧＬに印加される互いのゲート信号（ｇｋ、ｇｋ＋１／ｇｋ＋１、ｇｋ＋２／ｇ

ｋ＋２、ｇｋ＋３／ｇｋ＋３、ｇｋ＋４／ｇｋ＋４、ｇｋ＋５）のゲートオン信号Ｖｏｎ
は重なり、ほぼ２Ｈ程度重なる。また、同一のゲート駆動部（４３０、４４０、４５０）
から出力されるそれぞれのゲート信号（ｇｋ、ｇｋ＋３／ｇｋ＋１、ｇｎ＋４／ｇｋ＋２

、ｇｎ＋５）はゲートオン信号Ｖｏｎが連続する。
【００５８】
　このようにゲートオン信号Ｖｏｎを１Ｈ以上、例えば３Ｈの間維持すると直前の２Ｈの
間に先充電を行い、次の１Ｈの間に本充電を行うことができる。したがって、ゲート線Ｇ
Ｌの個数が増加しても液晶キャパシタの充電時間を十分に確保することができる。
【００５９】
　以上、２つまたは３つのゲート駆動部が液晶表示板組立体を基準にある一側に配置され
ることを示して説明したが、本発明はこれに限られるわけではなく、さらに多くの個数の
ゲート駆動部が配置されてもよい。
【００６０】
　以下、このような液晶表示板組立体３００について図７乃至図９を参照して詳細に説明
する。
　図７は、本発明の一実施例による液晶表示板組立体の配置図であり、図８及び図９は、
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図７に示した液晶表示板組立体を各々ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ及びＩＸ－ＩＸ線に沿って切断
した断面図である。
【００６１】
　図７乃至図９を参照すると、本発明の一実施例による液晶表示板組立体は、下部表示板
である薄膜トランジスタ表示板１００、上部表示板である共通電極表示板２００、これら
薄膜トランジスタ表示板１００及び共通電極表示板２００の２つの表示板の間に入ってい
る液晶層３を含む。
【００６２】
　まず、下部表示板である薄膜トランジスタ表示板１００について説明する。
　透明なガラスまたはプラスチックなどで作られた絶縁基板１１０上に複数のゲート線１
２１が形成されている。
【００６３】
　ゲート線１２１は、ゲート信号を伝達し、主に横方向に伸びる。各ゲート線１２１は上
にまたは下に突出した複数のゲート電極１２４と他の層または外部駆動回路との接続のた
めに広い端部１２９を含む。
【００６４】
　ゲート線１２１は、アルミニウム（Ａｌ）やアルミニウム合金などのアルミニウム系金
属、銀（Ａｇ）や銀合金などの銀系金属、銅（Ｃｕ）や銅合金などの銅系金属、モリブデ
ン（Ｍｏ）やモリブデン合金などのモリブデン系金属、クロム（Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ
）及びチタニウム（Ｔｉ）などで作ることができる。しかし、これらは物理的性質の異な
る２つの導電膜（図示せず）を含む多重膜構造を有してもよい。このうちの１つの導電膜
は信号遅延や電圧降下を減らせるように比抵抗の低い金属、例えば、アルミニウム系金属
、銀系金属、銅系金属などで作られる。これとは異なって、他の導電膜として他の物質、
特にＩＴＯ（インジウムスズ酸化物）及びＩＺＯ（インジウム亜鉛酸化物）との物理的、
化学的、電気的接触特性に優れた物質、例えばモリブデン系金属、クロム、タンタル、チ
タニウムなどでも作られる。このような組み合わせの良い例としてはクロム下部膜とアル
ミニウム（合金）上部膜及びアルミニウム（合金）下部膜とモリブデン（合金）上部膜が
ある。しかし、ゲート線１２１はこの他にも多様な金属または導電体で作られ得る。
【００６５】
　ゲート線１２１の側面は、基板１１０面に対して傾き、その傾斜角は約３０°乃至約８
０°であるのが好ましい。
【００６６】
　ゲート線１２１上には窒化シリコン（ＳｉＮｘ）または酸化シリコン（ＳｉＯｘ）など
で作られたゲート絶縁膜１４０が形成される。
【００６７】
　ゲート絶縁膜１４０上には水素化非晶質シリコン（非晶質シリコンは略してａ－Ｓｉと
も言う）または多結晶シリコンなどで作られた複数の島状の半導体１５４が形成される。
半導体１５４はゲート電極１２４上に位置する。
【００６８】
　半導体１５４上には複数の島状の抵抗性接触（オーミックコンタクト）部材１６３、１
６５が形成される。抵抗性接触部材１６３、１６５はリンなどのｎ型不純物が高濃度でド
ーピングされるｎ＋水素化非晶質シリコンなどの物質で作られたり、シリサイドで作られ
たりすることができる。抵抗性接触部材１６３、１６５は対をなして半導体１５４上に配
置される。
【００６９】
　半導体１５４と抵抗性接触部材１６３、１６５の側面もまた基板１１０面に対して傾き
、傾斜角は３０°乃至８０°程度である。
【００７０】
　抵抗性接触部材１６３、１６５及びゲート絶縁膜１４０上には複数のデータ線１７１、
複数のドレイン電極１７５及び複数の維持電極線１３１が形成される。
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【００７１】
　データ線１７１は、データ信号を伝達し、主に縦方向に伸びてゲート線１２１と交差す
る。各データ線１７１はゲート電極１２４に向かって伸びた複数のソース電極１７３と他
の層或いは外部駆動回路との接続のために面積の広い端部１７９を含む。データ信号を生
成するデータ駆動回路（図示せず）は、基板１１０上に付着される可撓性印刷回路フィル
ム（図示せず）上に装着でき、基板１１０上に直接装着されるようにすることもでき、基
板１１０に集積されるようにすることもできる。データ駆動回路が基板１１０上に集積さ
れる場合、データ線１７１が伸びてこれと直接接続できる。
【００７２】
　ドレイン電極１７５は、データ線１７１と分離され、ゲート電極１２４を中心にソース
電極１７３と対向する。各ドレイン電極１７５は面積の広い一側端部と棒状の他側端部を
含み、棒状端部はＵ字型に曲がったソース電極１７３で一部囲まれる。ソース電極１７３
とドレイン電極１７５はほぼ左右対称である。
【００７３】
　１つのゲート電極１２４、１つのソース電極１７３及び１つのドレイン電極１７５は半
導体１５４と共に１つの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を構成し、薄膜トランジスタのチャ
ンネルはソース電極１７３とドレイン電極１７５の間の半導体１５４に形成される。
【００７４】
　維持電極線１３１は、共通電圧などの所定の電圧の印加を受け、データ線１７１にほぼ
平行に伸びる分枝線と、これから分かれた複数の維持電極１３３ａ、１３３ｂ、１３３ｃ
、１３３ｄを含む。維持電極（１３３ａ－ｄ）は分枝線から両側にゲート線１２１と平行
に伸びてゲート線１２１に隣接する。しかし、維持電極線１３１のパターン及び配置は多
様に変更することができる。
【００７５】
　データ線１７１、ドレイン電極１７５及び維持電極線１３１はモリブデン、クロム、タ
ンタル及びチタニウムなどの耐火性金属またはこれらの合金で作られるのが好ましく、耐
火性金属膜（図示せず）と低抵抗導電膜（図示せず）を含む多重膜構造を有することがで
きる。多重膜構造の例としてはクロム或いはモリブデン（合金）下部膜とアルミニウム（
合金）上部膜の二重膜、モリブデン（合金）下部膜とアルミニウム（合金）中間膜とモリ
ブデン（合金）上部膜の三重膜がある。しかし、データ線１７１、ドレイン電極１７５及
び維持電極線１３１はその他にも多様な金属または導電体で作ることができる。
【００７６】
　データ線１７１、ドレイン電極１７５維持電極線１３１もまた、その側面が基板１１０
面に対して３０°乃至８０°程度の傾斜角で傾くのが好ましい。
【００７７】
　抵抗性接触部材１６３、１６５は、その下の半導体１５４とその上のデータ線１７１及
びドレイン電極１７５の間にのみ存在し、これらの間の接触抵抗を下げる。半導体１５４
にはソース電極１７３とドレイン電極１７５の間をはじめとしてデータ線１７１及びドレ
イン電極１７５で覆われずに露出した部分がある。
【００７８】
　データ線１７１、ドレイン電極１７５及び露出した半導体１５４部分の上には保護膜１
８０が形成される。保護膜１８０は窒化シリコンと酸化シリコンなどの無機絶縁物で作ら
れる。しかし、保護膜１８０は有機絶縁物で作ることもでき、表面が平坦であってもよい
。有機絶縁物の場合、感光性を有することができ、その誘電定数は約４．０以下であるの
が好ましい。保護膜１８０はまた、有機膜の優れた絶縁特性を生かしながら、露出した半
導体１５４部分に害を与えないように下部無機膜と上部有機膜の二重膜構造を有すること
もできる。
【００７９】
　保護膜１８０にはデータ線１７１の端部１７９とドレイン電極１７５を各々露出する複
数の接触孔（コンタクトホール）１８２、１８５が形成され、保護膜１８０とゲート絶縁
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膜１４０にはゲート線１２１の端部１２９を露出する複数の接触孔１８１が形成される。
【００８０】
　保護膜１８０上には複数の画素電極１９１、複数の接続部材８１及び複数の接触補助部
材８２が形成される。これらはＩＴＯまたはＩＺＯなどの透明な導電物質やアルミニウム
、銀、クロムまたはその合金などの反射性金属で作られ得る。
【００８１】
　各画素電極１９１はゲート線１２１またはデータ線１７１とほぼ平行な４つの主辺を有
する。この中でゲート線１２１と平行な２つの横辺１９１ｌはデータ線１７１と平行な２
つの縦辺１９１ｓの長さより長く、ほぼ３倍である。したがって、横辺が縦辺より短い場
合に比べて各行に位置する画素電極１９１の個数が少なく、その代わりに各列に位置する
画素電極１９１の個数が多い。したがって、データ線１７１の全個数が減るので、データ
駆動部５００用の集積回路チップの個数を減らして原価を節減することができる。もちろ
ん、ゲート線１２１の個数がその分増えることになるが、ゲート駆動部４００は、ゲート
線１２１、データ線１７１、薄膜トランジスタなどと共に液晶表示板組立体３００に集積
することができるので、ゲート線１２１数の増加は別に問題にならない。また、ゲート駆
動部４００が集積回路チップの形態で装着されても、ゲート駆動部４００用の集積回路チ
ップの原価が相対的に安いためにデータ駆動部５００用集積回路チップの個数を減らすこ
とが原価の節減においてさらに有利である。
【００８２】
　画素電極１９１は、接触孔１８５を通じてドレイン電極１７５と物理的、電気的に接続
され、ドレイン電極１７５からデータ電圧の印加を受ける。データ電圧が印加された画素
電極１９１は、共通電圧の印加を受ける共通電極表示板２００の共通電極２７０と共に電
場を生成することによって、画素電極１９１及び共通電極２７０の２つの電極間の液晶層
３の液晶分子の方向を決める。このようにして決められた液晶分子の方向に応じて液晶層
３を通過する光の偏光が変わる。画素電極１９１と共通電極２７０は液晶キャパシタをな
して薄膜トランジスタが導通された後にも印加された電圧を維持する。
【００８３】
　画素電極１９１は維持電極（１３３ａ－ｄ）をはじめとする維持電極線１３１と重なっ
て液晶キャパシタの電圧維持能力を強化するストレージキャパシタを構成する。詳しく説
明すると、まず、維持電極線１３１の分枝線は画素電極１９１の中央を縦に横切り、画素
電極１９１の上下境界は分枝線から左右に延長された維持電極（１３３ａ－ｄ）上に位置
する。このように維持電極線１３１を配置すると、ゲート線１２１と画素電極１９１の間
に形成される電磁気干渉が維持電極（１３３ａ－ｄ）によって遮断され、画素電極１９１
の電圧を安定的に維持することができる。このような構造はまた、画素電極１９１の左右
境界付近に維持電極（１３３ａ－ｄ）を配置する構造に比べ、縦方向の導線が減るために
画素が占める横方向の幅を減らすことができるので、ゲート駆動部４００を集積するため
の空間を十分に確保することができる。維持電極（１３３ａ－ｄ）は画素電極１９１の間
の光漏れを遮断する役割も果たす。維持電極線１３１の分枝線が画素電極１９１の中央に
配置されることによって生じる段差は維持電極線１３１の側面傾斜をなだらかにすること
で補完できる。
【００８４】
　接触補助部材８２は接触孔１８２を通じてデータ線１７１の端部１７９と接続される。
接触補助部材８２はデータ線１７１の端部１７９と外部装置との接着性を補完し、これら
を保護する。
【００８５】
　接続部材８１は接触孔１８１を通じてゲート線１２１の端部１２９と接続される。接続
部材８１はゲート線１２１の端部１２９とゲート駆動部４００を接続する。ゲート駆動部
４００が集積回路チップの形態である場合に、接続部材８１は接触補助部材８２と類似な
パターン及び機能を有することができる。
【００８６】
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　次に、上部表示板である共通電極表示板２００について説明する。
　透明なガラスまたはプラスチックなどで作られた絶縁基板２１０上に遮光部材２２０が
形成される。遮光部材２２０は黒色層（ｂｌａｃｋ　ｍａｔｒｉｘ）とも言い、光漏れを
防止する。
【００８７】
　基板２１０及び遮光部材２２０上にはまた複数の色フィルター２３０が形成される。色
フィルター２３０は遮光部材２２０に囲まれた領域内にほとんど存在し、画素電極１９１
の行方向に沿って長く伸びることができる。各色フィルター２３０は赤色、緑色及び青色
の三原色など、基本色のうちの１つを表示することができる。
【００８８】
　色フィルター２３０及び遮光部材２２０上には蓋膜２５０が形成される。蓋膜２５０は
有機絶縁物で作ることができ、色フィルター２３０が露出されることを防止し、平坦面を
提供する。蓋膜２５０は省略してもよい。
【００８９】
　下部及び上部表示板１００、２００の内側面にはそれぞれ配向膜１１、２１が塗布され
、これらは垂直配向膜であり得る。下部及び上部表示板１００、２００の外側面には偏光
子１２、２２が備えられるが、２つの偏光子の偏光軸は平行または直交することができる
。反射型液晶表示装置の場合には２つの偏光子のうちの１つを省略してもよい。
【００９０】
　本実施例による液晶表示装置は液晶層３の遅延を補償するための位相遅延膜（図示せず
）をさらに有することができる。液晶表示装置はまた、偏光子１２、２２、位相遅延膜、
下部及び上部表示板１００、２００、及び液晶層３に光を供給する照明部（図示せず）を
有することができる。
【００９１】
　液晶層３は正または負の誘電率異方性を有し、液晶層３の液晶分子３１は電場のない状
態でその長軸が下部及び上部表示板１００、２００の２つの表示板の表面に対してほぼ平
行または垂直をなすように配向される。
【００９２】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明の一実施例による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施例による液晶表示装置の１つの画素に対する等価回路図である。
【図３】本発明の一実施例による液晶表示装置の画素及びゲート駆動部の配置を概略的に
示す図面である。
【図４】図３に示す液晶表示装置のゲート信号を示す波形図である。
【図５】本発明の他の実施例による液晶表示装置の画素及びゲート駆動部の配置を概略的
に示す図面である。
【図６】図５に示す液晶表示装置のゲート信号を示す波形図である。
【図７】本発明の一実施例による液晶表示板組立体の配置図である。
【図８】図７に示す液晶表示板組立体をＶＩＩＩ－ＶＩＩＩに沿って切断した断面図であ
る。
【図９】図７に示す液晶表示板組立体をＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図である。
【符号の説明】
【００９４】
　３　　液晶層
　１１、２１　　配向膜
　１２、２２　　偏光子
　３１　　液晶分子
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　８１　　接続部材
　８２　　接触補助部材
　１００　　下部表示板（薄膜トランジスタ表示板）
　１１０、２１０　　基板
　１２１　　ゲート線
　１２４　　ゲート電極
　１２９　　ゲート線の端部
　１３１　　維持電極線
　１３３ａ、１３３ｂ、１３３ｃ、１３３ｄ　　維持電極
　１４０　　ゲート絶縁膜
　１５４　　半導体
　１６３、１６５　　抵抗性接触（オーミックコンタクト）部材
　１７１　　データ線
　１７３　　ソース電極
　１７５　　ドレイン電極
　１７９　　データ線の端部
　１８０　　保護膜
　１８１、１８２、１８５　　接触孔（コンタクトホール）
　１９１　　画素電極
　１９１ｌ　　横辺
　１９２ｓ　　縦辺
　２００　　上部表示板（共通電極表示板）
　２２０　　遮光部材
　２３０　　色フィルター
　２５０　　蓋膜
　２７０　　共通電極
　３００　　液晶表示板組立体
　４００　　ゲート駆動部
　４１０　　第１ゲート駆動部
　４１０ａ　　第１ゲート駆動回路
　４１０ｂ　　第２ゲート駆動回路
　４２０　　第２ゲート駆動部
　４２０ａ　　第３ゲート駆動回路
　４２０ｂ　　第４ゲート駆動回路
　４３０　　第３ゲート駆動部
　４３０ａ　　第５ゲート駆動回路
　４３０ｂ　　第６ゲート駆動回路
　４４０　　第４ゲート駆動部
　４４０ａ　　第７ゲート駆動回路
　４４０ｂ　　第８ゲート駆動回路
　４５０　　第５ゲート駆動部
　４５０ａ　　第９ゲート駆動回路
　４５０ｂ　　第１０ゲート駆動回路
　５００　　データ駆動部
　６００　　信号制御部
　８００　　階調電圧生成部
　Ｃｌｃ　　液晶キャパシタ
　ＣＯＮＴ１　　ゲート制御信号
　ＣＯＮＴ２　　データ制御信号
　Ｃｓｔ　　ストレージキャパシタ
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　Ｄ１－Ｄｍ　　データ線
　ＤＡＴ　　デジタル映像信号
　ＤＥ　　データイネーブル信号
　ＤＬ　　データ線
　ＧＬ　　ゲート線
　Ｈｓｙｎｃ　　水平同期信号
　ＬＯＡＤ　　ロード信号
　ＭＣＬＫ　　メインクロック
　ＰＸ１、ＰＸ２、ＰＸ３　　画素
　Ｑ　　スイッチング素子
　ＲＶＳ　　反転信号
　ＳＬ　　維持電極線
　ＳＴＶ　　走査開始信号
　Ｖｃｏｍ　　共通電圧
　Ｖｄ　　データ信号
　Ｖｇ　　ゲート信号
　Ｖｏｎ　　ゲートオン電圧

【図１】

【図２】

【図３】
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